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義務的経費
1,370,429千円

投資的経費
1,708,663千円

その他諸経費
1,682,265千円

人件費
730,571千円

15%

扶助費
280,899千円

6%

公債費
358,959千円

7%

普通建設事業費
1,386,080千円

29%
災害復旧事業費

322,583千円
7%

物件費
502,924千円

11%

維持補修費
38,697千円

1%

補助費等
397,371千円

8%

積立金
409,052千円

9%

貸付金等
235,593千円

5%

操出金 98,628千円
2%

自主財源
1,241,086千円

依存財源
3,712,053千円

繰越金 320,114千円 6%
村税 94,931千円 2%

諸収入 129,662千円 3%

繰入金 607,183千円
12%

その他 89,196千円
2%

地方交付税
1,829,869千円

37%

国庫支出金
639,275千円

13%

村債
571,800千円

12%

県支出金
593,885千円

12%

その他
77,224千円 2%

歳入総額の内訳

　10 月 6日、大和村議会第３回定例会本会議において令和６年度決算が認定されました。一般
会計の歳入総額は、49 億 5,313 万９千円。歳入から歳出を差し引いた額は、１億 9,178 万２千
円。翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は、8,116 万２千円の黒字となりました。

　歳入決算は、前年度の 44 億 5,757 万７千円と比較して４億 9,556 万２千円の増加となりま
した。歳入増額の主な要因は、県支出金が５億 9,388 万５千円と前年度と比較して３億 1,346
万７千円（111％）、増額したことによるものです。

　令和６年度歳出決算は 47億 6,135 万７千円で前年度の 41億 3,746 万３千円と比較して６億
2,389 万４千円増加しました。
　歳出増額の主な要因は、普通建設事業費が、７億 338 万円１千円のアマミノクロウサギ飼育
展示施設整備事業費の実施等により 13 億 8,608 万円と前年度と比較して５億 8,756 万３千円
増加したことによるものです。
　前年度と比較すると、物件費や補助費などのその他諸経費が１３．７％減少し、人件費や扶
助費などの義務的経費が７．１％増加しました。その他諸経費の減少の要因は前年度は地域総
合整備貸付金（事業費 3億５千万円）の実施による貸付金が大きく増加していたためです。

歳入は、県支出金が増加

令
和
6
年
度
決
算
報
告

昨年の決算は、８千万円超の黒字！

歳入総額 49 億 5,313 万 9千円

実質収入　8,116 万 2千円

4億 9,556 万２千円の増加

県支出金が前年度比111％

歳出は、建設事業費が増加

歳出決算　47 億 6,135 万 7千円

6億 2,389 万 4千円　前年より増加

（A）歳入総額 49 億 5,313 万９千円

（B）歳出総額 47 億 6,135 万７千円

（C）歳入歳出
差引残高 (A)-(B) １億 9,178 万２千円

（D）翌年度へ
繰越すべき財源 １億 1,062 万円

（E）実質収支
　　（C)-(D) 8,116 万２千円       

（F）単年度収支
　(E)- 前年度 (E) △ 1,141 万５千円     

（G）積立金 ２億 8,660 万円

（H）繰上償還 ０円

（I）基金繰入金 ４億 8,600 万円

（J）実質単年度収支
　(F)+(G)+(H)-(I) △２億 1,081 万５千円

区分 令和６年度 令和５年度

財政力指数 0.08 0.08

実質収支比率 4.4％ 5.0％

経常収支比率 92.7％ 90.8％

基金残高 12 億 2 千万円 14 億 1,810 万 1 千円

地方債残高 38 億 6,004 万 2 千円 36 億 3,410 万 9 千円

実質公債費率 6.7％ 7.4％

将来負担比率 0.0 0.0

村民税
41,720千円

44%

固定資産税
38,430千円

40%

軽自動車税
6,836千円

7%

村たばこ税
5,480千円

6%

入湯税 2,465千円
3%

村税収入の内訳

財政力指数 財政力を示す指数で、財政力指数が高いほど財源に余裕があるといえる。
財政力指数が 1.0 を上回ると地方交付税交付金が支給されない不交付団体となる。

実質収支比率 当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもので、実質収支から翌年度に繰り越すべき
財源を控除した額。標準財政規模に対する実質収支の割合をいう。
一般的に３～５％が適正な範囲とされている。

経常収支比率 財政構造の弾力性を判断するための指標で、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出さ
れる経費（経常的経費）に充当された一般財源の額が、地方税、普通交付税を中心とする毎年度経常
的に収入される一般財源（経常一般財源）等に占める割合である。一般的に、70 ～ 80％が適正な範囲
とされており、この比率が高いほど「財政構造の硬直化が進んでいる」といわれる。

基金残高 地方公共団体が特定の目的のために財産を維持管理する目的で条例の定めるところにより設置するも
のをいう。地方自治法（第二百四十一条）上の基金としては財産を維持するための基金、資金を積み
立てるための基金及び定額の資金を運用するための基金がある。

地方債残高 地方公共団体が資金調達のために負担する債務（村の借金）の残高で、借入期間が１年を超えるもの。
実質公債費率 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率をい

う。借入金 ( 地方債 ) の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す（公債
費が税金等の一般的な収入と比べどの程度の割合にあるか示す）指標ともいえる。

将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率をいう。（将来
的な負担、例えば借金の残高、退職金など、貯金などでその程度賄える状況にあるかという割合を示
す指標である）

主な財政指標用語解説

依存財源 ･･･ 国や県から村に入るお金
地方交付税 村の状況に応じて国から貰うお金
国庫支出金 事業を行うために国から貰うお金
村債 村が借り入れるお金
県支出金 事業を行うために県から貰うお金
その他 地方譲与税・地方消費税交付金・

地方特例交付金・その他交付金

義務的経費 ･･･ 任意に削除できない経費
人件費 職員給与や議員報酬など
扶助費 手当や支援など
公債費 借金の支払い

自主財源 ･･･ 村が独自に調達するお金
繰越金 前年度からの持ち越し
村税 住民税や固定資産税などの税金
諸収入 預金利子など
繰入金 基金などからの繰り入れ

その他 使用料及び手数料・財産収入・
寄付金・分担金及び負担金等

投資的経費 ･･･ 支出の効果が将来に残る経費
普通建設事業費 建設事業に使われたお金
災害復旧事業費 災害復旧に使われたお金

その他の経費 ･･･ 上記二つの経費以外の経費
物件費 消耗品などの購入経費など 積立金 各種基金に積み立てたお金
維持補修費 施設の維持に使われた経費 貸付金等 個人や企業等へ貸したお金
補助費等 各種団体への補助など 操出金 特別会計へ繰り出したお金

用語解説

歳入総額の内訳 歳出総額の内訳

一般会計の収支状況

主な財政指標

自主財源
1,241,086千円

依存財源
3,712,053千円

繰越金 320,114千円 6%
村税 94,931千円 2%

諸収入 129,662千円 3%

繰入金 607,183千円
12%

その他 89,196千円
2%

地方交付税
1,829,869千円

37%

国庫支出金
639,275千円

13%

村債
571,800千円

12%

県支出金
593,885千円

12%

その他
77,224千円 2%

歳入総額の内訳
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村

　

11
月
２
日
（
日
）、 

第
58
回
大
和
村
民
体
育

大
会
が
大
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
り
、

開
催
は
２
年
ぶ
り
。
11
月
の
開
催
と
あ
っ
て
、

涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
気
候
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

競
技
は
23
種
目
で
、
得
点
競
技
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
幼
児
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
競

技
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

宮
古
崎
、
お
が
み
、
大
和
浜
、
大
棚
、
み

ね
や
ま
、
名
音
、
今
里
の
７
チ
ー
ム
で
、
幼

児
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
多
く
の
村
民
が
力

を
出
し
合
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

熱
戦
！

２
年
ぶ
り
の
村
民
体
育
大
会

体

2025

チ
ー
ム
名

男女
総合

女子
総合

宮
古
崎
（
国
直
・
湯
湾
釜
）

186

59

お
が
み
（
津
名
久
・
思
勝
）

191

73

大
和
浜

206

70

大
棚

242

60

み
ね
や
ま
（
大
金
久
・
戸
円
）

92

24

名
音

111

52

今
里　
　
　

91

42

得点

得点

驚
愕
！

12
連
覇
達
成　

大
棚
チ
ー
ム

　

大
棚
チ
ー
ム
が
12
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。
23
競
技
中
、
な
ん
と
11
競
技
に
お
い
て

１
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
強
さ

の
秘
訣
は
、
何
と
言
っ
て
も
練
習
量
に
あ
り

ま
す
。
大
会
3
週
間
ほ
ど
前
か
ら
月
～
金
曜

日
の
週
５
回
の
練
習
を
重
ね
て
き
た
と
の
こ

と
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
縄
跳
び
は
、

161
回
で

新
記
録
を
連
続
更
新
！　

大
棚
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

快
挙
！

県
ス
ポ
優
勝　

カ
ヌ
ー
競
技

　

大
和
村
の
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
が
、
県
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
大
島
地
区
代
表
と
し
て
出
場

し
、
優
勝
を
果
た
し
、
村
民
体
育
大
会
に
お

い
て
表
彰
を
伝
達
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
代
表

の
上
村
太
一
さ
ん
は
、「
県
大
会
出
場
権
は
、

こ
れ
ま
で
4
回
手
に
し
て
い
た
け
れ
ど
、
台

風
な
ど
で
出
場
で
き
な
か
っ
た
。
目
標
に
し

て
い
た
大
会
で
、
力
を
出
し
切
れ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
ら
は
、
一
人
漕
ぎ
大
会
で
も
好
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。
更
な
る
ご
活
躍
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

36 大会ぶりの新記録更新！

中学3年男子100 ｍ走

福本 旺太郎さん　11 秒 99

広報やまと 11 月号5 4広報やまと 11 月号



シマ

新しい教育長が就任

教育長就任挨拶　
　このたび、議会の同意をいただき、10 月１日付で大和村教育委員会教育長の職を拝命いたしました。
ふるさと大和村の教育長の重責に身の引き締まる思いです。
　本村には、教育を大切にしてきた風土があり、豊かな自然や、地域に根ざした教育の力が息づいて
います。この恵まれた環境の中で、子どもたち一人ひとりが健やかに成長していけるよう日々子ども
たちと向き合ってくださっている先生方、教育委員会の職員と力を合わせて、全力で取り組んでまい
ります。村民の皆様のご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

　９月 16 日、伊集院村長が各集落を訪問し、
敬老年金を敬老者の皆さまに手渡しました。
今年の対象者は 365 名です。
　同日、大和の園では敬老会が開催され、利
用者のうち 95 歳以上の長寿者８名が紹介さ
れました。式では敬老年金の授与が行われた
ほか、島唄や日本舞踊、保育所の子どもたち
によるダンスが披露され、会場は笑顔に包ま
れていました。さらに、入所者によるハンド
ベル演奏で、童謡「チューリップ」も披露さ
れました。
　また、100 歳を迎えられた仲新城長章さん
には表彰が贈られました。元気の秘訣を伺う
と、「毎日、心を朗らかに保って過ごすこと」
と話されていました。
　村内の 100 歳以上の方は、女性 3 名、男性
2 名です。皆さまのますますのご健康をお祈
り申し上げます。

笑顔あふれる敬老会

自然との共生を探る
　９月 14 日、奄美の自然と人の共生を考え
るシンポジウムを開催しました。奄美大島固
有種で国指定特別天然記念物「アマミノクロ
ウサギ」をはじめとする貴重な野生生物とど
のように共生できるかを探ることを目的に開
催し、村内外から 50 名以上が参加しました。
　 ア マ ミ ノ ク ロ ウ サ ギ ミ ュ ー ジ ア ム Quru 
Guru の取組紹介のほか、専門家 4 名が、平川
動物公園での取組、奄美の希少動物、ロード
キル対策や農作物被害対策などについてそれ
ぞれ講演を行いました。また、パネルディス
カッションでは、自然と人が共に生きる地域
づくりを進めるために Quru Guru が担う役割
についての意見交換を行いました。
　参加者からは「とても勉強になった」「野
生動物と人の共生のためには、野生動物の生
態研究が大事だ」との声が寄せられました。
Quru Guru を拠点として、村民と共に自然と
共生する地域づくりを進めてまいります。

　任期満了に伴い退職された前教育長 晨原 弘
久氏の後任として、10 月 1 日付で中山恭平氏
が第 22 代教育長に就任されました。
　中山教育長は、津名久出身の 62 歳。日本
体育大学を卒業後、昭和 63 年に鹿児島県の
教職員としてのキャリアをスタートされ、こ
れまでに県教育庁姶良・伊佐教育事務所長、
県教育庁保健体育課長及び国体・全国障害者
スポーツ大会局競技力向上等総括監などを歴
任され、長年にわたり鹿児島県の教育の発展
に尽力されました。その豊かな経験をもとに、
大和村の未来を担う子どもたちのための教育
を支えていただけることを期待しています。
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シマ

集落の無病息災祈る
　今年も無事に豊年祭が執り行われました。
旧暦 8 月 15 日を祝う十五夜豊年祭は、10 月
5 日に津名久、大和浜、大棚、大金久、戸円、
今里の 6 集落で、旧暦 9 月 9 日のクガツクン
チ豊年祭は、10 月 26 日に国直、湯湾釜、思勝、
名音の 4 集落で開催されました。
　豊年祭は、一年間の無事に感謝し、これか
らの一年の無病息災と豊作を祈願する大切な
祭りです。当日は、神様に捧げる奉納相撲や
土俵入りなどが行われ、夜には八月踊りも行
われます。余興も数多く行われ、会場は終始
にぎやかな雰囲気に包まれました。
　豊年祭の大きな魅力は、集落の一人ひとり
が役割を担い、力を合わせて祭りをつくり上
げていることです。また、小さな子どもたち
が相撲や余興に参加する姿も見られ、ほほ笑
ましい光景が広がりました。このように楽し
みながら関わることが、豊年祭をはじめとし
た伝統文化の継承につながっていくことを願
っています。

公民館をより快適に
　宝くじの社会貢献広報事業であるコミュニ
ティ助成事業を活用して、津名久集落に空調
機とパイプ椅子、チヂンが設置されました。
　津名久公民館では空調設備を設置したこと
で、年間を通してより安心して快適に利用す
ることができます。また、高齢者も多く利用
する公民館で、パイプ椅子はこれまで使用し
ていたものより軽量化され、持ち運びの負担
が軽減されました。またチヂンも新調したこ
とで集落行事はこれまで以上に盛り上がりを
みせてくれることを期待しています。

ドローンでみるふるさと
　今年も大和村ふるさとカレンダーを作成し
ました。2026 年は、前回に引き続き「ふる
さとドローン紀行」をテーマに、ドローンな
らではの視点で大和村の風景を切り取りまし
た。今年は初の試みとして、各ページの写真
と連動してドローンで撮影した動画も公開し
ます。お楽しみに。村民には、全戸配布を行
います。1 冊 1,000 円で販売も行っています。
大和まほろば館、企画観光課、TSUTAYA 名瀬
店でお買い求めいただけます。

課題へ対応するために
　10 月 9 日、大和村未来共創フェローに、陳
内 裕樹氏と小出泰久氏を委嘱しました。
　大和村が抱える課題は、DX 推進・まちづ
くり・教育・地域経済の活性化など多岐にわ
たり、このような課題や多様化する行政ニー
ズに対応していくためには、職員だけでなく、
幅広い知識や豊富な経験を有した人材が必要
不可欠です。お二人には、政策部門と教育部
門でのデジタル化と業務効率化についてアド
バイスいただき、政策を進めてまいります。

外部専門家とDX推進
　10 月 27 日、地域力創造アドバイザーに、
株式会社コウズの代表取締役 浜野耕一氏を委
嘱しました。
　浜野氏は、デジタル技術を活用した地域課
題の解決や AI 活用の分野で豊富な実績を持
ち、総務省の「地域力創造のための外部専門
家に登録されています。
　大和村では、浜野氏の専門的知見をもとに
行政のデジタル化と実務的な生成 AI の活用に
よる業務効率化、地域住民の利便性向上を図
ります。

2組 3名にお祝い交付
　9 月 25 日、出産祝い金の交付を行いました。
大和村では、新たな命の誕生を祝福し、子育
てを応援するため出産祝い金を交付していま
す。今回は、向井惇さん・博美さんご夫婦の
第 2 子、藤村倖生さん・まりなさんご夫婦の
第 1 子、第 2 子となる双子の赤ちゃんが対象
です。
　伊集院村長は「夫婦で協力して子育に取り
組んでほしい」と激励の言葉を述べました。
藤村さんは、「双子育児は支出がかさむので、
祝金はとてもありがたい」と話していました。

人にも生き物にも安全に
　9 月 19 日、大和村体育館前で秋の交通安全
運動開始式が行われ、パトロール隊が島内の
巡回へ出発しました。
　その後、警察官と共に中学生や交通安全母
の会の方々が街頭キャンペーンを行い、往来
するドライバーに早めのライト点灯など安全
運転を呼びかけました。同時に、アマミノク
ロウサギ交通事故防止キャンペーンの一環
で、環境省の職員と「あまくろ」も登場し、
クロウサギのロードキル防止のため安全運転
を呼びかけました。
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インターバル速歩の健康効果

▶体力アップ
5 か月で筋力・持久力が最大 20％向上

（10 歳以上若返った体力） 

▶生活習慣病の予防
高血圧、高血糖、肥満などの生活習慣病の
症状が 20% 改善

▶関節と心と脳の健康
慢性関節通、不眠、うつ、認知障害などの
神経精神症状が 30% 以上改善

くるぐるの道
笑って許して、認知症に優しい地域を目指そう

大和村民の元気のために
保健福祉課から元

・ ・ ・ ・

気情報を
毎号お届けします！

保健福祉課

元 間時の気
　アマミノクロウサギは日が暮れると巣穴から出
てきて活動を始めます。夜の時間がだんだんと長
くなる夏から秋にかけて、クロウサギの活動には
どのような変化があるのでしょうか。屋外飼育場

「ひるにわ」で飼育しているユワンを観察・記録
してみました。
　8 月、巣穴から出てくるのは 19 時前後。それ
からだんだんと日が短くなり、10 月の終わりに
なると巣穴から出てくるのは 18 時前後まで早く
なりました。日の入り時刻は 8 月で 19 時ごろ、
10 月で 18 時ごろなので、日の入り時刻とほぼ同
時に巣穴から出て活動を始めることがわかってき
ました。
　では活動を終えて巣穴に戻る時間は、日の出の
時刻とともに変化があるのでしょうか。面白いこ
とに、巣穴に戻るのは朝 5 時から 5 時 30 分の間。
これは夏も秋分の日を過ぎた今でも日の出時刻に
関係なくほぼ同じです。日の入り時刻が早まるの

に合わせて活動し始める時間も早まりますが、活
動を終える時間は、まるで門限があるかのように
決まっているようです。
　くるぐるでは、引き続きユワンの行動を記録し
て生態解明に取り組みます！
　さて、この時季は、仕事を終えて帰宅する 17
時から 18 時ごろの時間帯でも、クロウサギが道
路に出てきていることは十分考えられます。暗く
なってからの運転は時間帯に関係なく減速やハイ
ビーム点灯、クロウサギが出てくる「かもしれな
い運転」を心がけていきましょう。

アマミノクロウサギミュージアム Quru Guru
の取組等を紹介していきます。

インスタ HPクロウサギとあなたと歩む

しま診療だより
越後先生の

　認知症月間の 9 月、役
場内に展示した「しまロ
バ隊」のメッセージは、
ご覧いただけたでしょう
か。これは、近隣の関係
機関と協力し、認知症の
正しい理解や認知症にや
さしい地域づくりを目指
す取組の一環です。
　大和村でのメッセージ
テーマは、昨年に引き続

き、「認知症になっても笑顔で暮らせる村」です。
展示したメッセージは、診療所や社会福祉協議会、
大和の園のスタッフをはじめ、でぃまーじん教室
や学童の子供たちを含め村民の皆様から寄せられ
たものです。「認知症になっても今までと変わら

ず接してほしい」「何度同じことを言っても怒ら
ず聞いてほしい」「笑って許して」「みんなで楽し
く過ごせる機会や場所が大切」などのメッセージ
が寄せられました。
　大和村地域包括支援センターでは、こうした皆
さんの思いや希望を実現できるよう、本人や家族
との対話を通して、どうしたら本人の希望が叶い、
家族の負担軽減につながるかを一緒に考えていま
す。認知症になってもなるべく長く、住み慣れた
自宅で、地域で安心して過ごせるよう、一緒に取
り組んでいきましょう。

進化版歩け歩け

文/医師　越後 整

大和村地域包括支援センター（保健福祉課）
電話 0997-57-2218
認知症疾患医療センター（奄美病院内）
電話 0997-52-0034

大和の園やデイサービスの利用
者さんと一緒に作りました！

　皆さん、普段のお散歩に「インターバル速歩」
を取り入れてみませんか。

　インターバル速歩とは、「ややきつい早歩き」と
「ゆっくり歩き」を 3 分ずつ交互に繰り返す歩き方

です。1 日 30 分、週 4 日ほど続けるだけで、普通
のウォーキングよりもずっと高い健康効果が得ら
れることが研究で確かめられています。

　普通のウォーキング（1 日 1 万歩）では、大きな
体力向上は見られません。インターバル速歩は短
期間で筋力や心肺機能にしっかり刺激が入るため、
効果が何倍も大きいことが実証されています。

　「ただ歩く」より「メリハリをつけて歩く」ほう
が断然効果的です。毎日の散歩に少し工夫を加え
るだけで、心も体も若返ります。無理のない範囲
から「インターバル速歩」を始めてみましょう。

日暮れの時間帯から活動します！
帰宅時も運転に注意しましょうね。

お気軽にご相談ください

巣穴から出てきたユワン

　11 月 15 日に「環境文化・行政プログ
ラム」の現地実習があり、奄美群島の全
市町村の職員 20 人が大和村を巡りまし
た。
　集落歩きの講師は、高梨修さん（大和
村教育委員会）と中村修さん（NPO 法
人 TAMASU）で、シマの地理特性と歴
史を学び、生きた環境文化を体験し、住
民の想いを知ったり共有したり、今後の
課題や論点を取り上げました。
　国直と大和浜では集落歩きを行い、思
勝では八月踊りを体験。大和村の集落に
は神山や神道など聖地を骨格とした集落
空間が色濃く残っていること、大和浜は
代官屋敷がないのに道路が方形区画にな
っていることなど、他の場所にはありそ
うでない大和村の特徴を探りました。ま
た役場で管理職との意見交換や、福元で
農家さんの果樹園を見学し、大和村らし

さを発見した参加者からは「昔からの互
助作業が残っている」「若い世代にも文
化継承がなされている」「役場が開けて
いて働きやすそう」などの意見がありま
した。
　奄美とひとくくりにされがちですが、
それぞれの地域や島には地理的特徴があ
り、その環境によって文化も変わります。

「大和村らしさ」をもっと掘り起こして、
観光に活用できたらと思っています。

大和村の特異性とは？ 文／三田もも子

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

滝ノ川山の説明を受ける参加者
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知

□
目
的

　

重
度
の
障
害
児
又
は
障
害
者
に
対
し
て
、
そ

の
障
害
に
よ
り
必
要
と
な
る
精
神
的
、
物
質
的

な
特
別
の
負
担
軽
減
の
一
助
と
し
て
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
障
害
児
及
び
特
別

障
害
者
へ
の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

□
支
給
要
件

⑴ 

障
害
児
福
祉
手
当

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
保
健
福
祉
課
よ
り

⑴ 

児
童
扶
養
手
当

　

次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
「
児
童
」
を
監
護

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
及
び
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
「
児
童
」
と
は
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

初
の
３
月
31
日
（
18
歳
の
年
度
末
）
ま
で
の
方

を
い
い
ま
す
。
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

① 

父
母
が
婚
姻
（
事
実
婚
）
を
解
消
し
た
児
童

② 

父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

③ 

父
（
母
）
が
障
害
の
状
態
（
法
施
行
令
別
表

第
２
）
に
あ
る
児
童

④ 

父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤ 

父
（
母
）
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保
護
命

令
を
受
け
た
児
童

⑥ 

父
（
母
）
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
児
童

⑦ 

父
（
母
）
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

⑨ 

そ
の
他
（
棄
児
な
ど
）

■
手
当
月
額
（
令
和
７
年
４
月
か
ら
）

全
部
支
給
：
４
万
６
６
９
０
円

一
部
支
給
：
４
万
６
６
８
０
円
～　

　
　
　
　
　

１
万
１
０
１
０
円
（
所
得
に
応
じ

て
決
定
）

○
児
童
が
２
人
以
上
の
場
合
１
人
に
つ
き

　
　

全
部
支
給
：
１
万
１
０
３
０
円
の
加
算

　
　

一
部
支
給
：
１
万
１
０
２
０
円
～

【
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
に
つ
い
て
】

【
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害
児
福

祉
手
当
に
つ
い
て
】

５
５
２
０
円
の
加
算

⑵ 

特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
、
身
体
又
は
精
神
に
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
手
当
月
額

１
級
（
重
度
障
害
児
）　

５
万
６
８
０
０
円

２
級
（
中
度
障
害
児
）　

３
万
７
８
３
０
円

　

請
求
者
及
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
以
上
の
額
を
超
え
る
場
合
や
児
童
が

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
公
的

年
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
な

ど
、
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑵ 

特
別
障
害
者
手
当

精
神
又
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
を
有
す

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳
以
上
の
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
や
長
期
入
院

し
て
い
る
方
は
支
給
の
対
象
外
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

□
支
給
月
額

⑴ 

障
害
児
福
祉
手
当

令
和
７
年
４
月
以
降　

１
万
６
１
０
０
円

⑵ 

特
別
障
害
者
手
当

令
和
７
年
４
月
以
降　

２
万
９
５
９
０
円

□
支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

額
に
よ
っ
て
は
支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

て
は
、
支
給
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

電
話　

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
2
1
8

●
日
本
て
ん
か
ん
協
会

　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
支
部
よ
り

　

て
ん
か
ん
は
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
生
活

等
と
複
雑
な
問
題
で
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
の
こ
と
、
通
園
・
通
学
の
こ
と
、
就
職
の

こ
と
、
生
活
の
こ
と
な
ど
、
て
ん
か
ん
当
事
者

や
家
族
で
な
け
れ
ば
経
験
し
な
い
苦
労
が
あ
り

ま
す
。
よ
そ
で
は
話
せ
な
い
体
験
談
を
一
緒
に

話
し
ま
せ
ん
か
。

□
日
時　

令
和
8
年
1
月
18
日　

　
　
　
　

14
時
～
16
時　
（
開
場
13
時
半
）

□
内
容

・
当
事
者
発
表　
「
一
歩
踏
み
だ
す
勇
気
」　

鹿

児
島
県
支
部　
　

堀
之
内
和
輝
さ
ん

・
交
流
会
、
相
談
会

□
参
集
方
法　

対
面
ま
た
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

□
参
加
費　

  

無
料

◆
申
込
・
問
合
せ
先　

担
当
：
下
津
曲
（
し
も

つ
ま
が
り
）

電
話　

0
7
0
‐
4
7
0
0
‐
2
5
1
2

（
着
信
後
、
18
時
以
降
に
ご
連
絡
し
ま
す
）

メ
ー
ルnam

i-kagoshim
a@

ab.auone-net.jp

【
て
ん
か
ん
当
事
者
・
ご
家
族
・

　
　
　
支
援
者
交
流
会
の
ご
案
内
】

　

つ
な
G
O
奄
美
大
島 

i
n 

大
和
村 

ラ
グ

ビ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
２
月
８
日
（
日
）、
奄
美
フ
ォ
レ

ス
ト
ポ
リ
ス
に
て
「
つ
な
G
O
奄
美
大
島 

i
n 

大
和
村 

ラ
グ
ビ
ー
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
ラ
グ
ビ
ー
の
基
本
動
作
を
楽
し
く
体
験
で

き
る
初
心
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
子

ど
も
た
ち
が
体
を
動
か
し
な
が
ら
仲
間
と
協
力

す
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

□
開
催
場
所　

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

□
受
付
時
間　

 

9
時
30
分
〜
9
時
45
分

◆
問
合
せ　

教
育
委
員
会

電
話　

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
1
5
4

●
教
育
委
員
会
よ
り

【
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ
】

　

奄
美
群
島
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、融
資
・

保
証
業
務
に
よ
り
事
業
者
の
方
々
へ
の
円
滑
な

資
金
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
融
資
制
度
】

○
農
・
林
業
振
興
資
金
／
設
備
資
金

○
水
産
業
振
興
資
金
／
設
備
資
金

○
観
光
関
連
産
業
振
興
資
金
／
設
備
・
運
転
資

金○
流
通
・
加
工
業
等
振
興
資
金
／
設
備
・
運
転

資
金

○
地
域
資
源
等
振
興
資
金
／
設
備
・
運
転
資
金

○
地
域
活
性
化
・
雇
用
促
進
資
金
／
設
備
・
運

転
資
金

◆
金
利
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
本
部

（
業
務
課
）

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
港
町
1
番
5
号

電
話　

 

0
9
9
7
‐
5
2
‐
4
5
1
1 

F
A
X 

0
9
9
7
‐
5
2
‐
4
5
1
1

メ
ー
ル　

kikin-gyom
u@

am
am

i.go.jp
URL　

 https://w
w

w
.am

am
i.go.jp

●
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
よ
り

【
奄
美
開
発
基
金
を

　
　
　
　
　
　
利
用
し
ま
せ
ん
か
】

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
7
年
11
月
1
日

か
ら
時
間
額
1
0
6
2
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

●
鹿
児
島
労
働
局
よ
り

【
最
低
賃
金
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
】

バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
特
定
（
産
業
）
最
低
賃
金
は
、
高

い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

電
話　

 

0
9
9
‐
2
2
3
‐
8
2
7
8 

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　

放
送
大
学
は
、
4
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
8
万
２
千
人
以
上
の
学

生
が
、大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
、様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の
授
業
科

目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
、
2
月
27
日
ま
で
、

第
２
回
は
３
月
16
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー

電
話　

0
9
9
‐
2
3
9
‐
3
8
1
1 

●
放
送
大
学
よ
り

【
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
】

 

 

て ん か ん
当事者・ご家族・支援者交流会

（波の会 in奄美）

令和８年1 月１8 日(日） 

14：00～16：00（開場 13：30～） 

会場： 大島支庁 4階 大会議室 
 
 

【当事者発表】『 一歩踏みだす勇気 』  
鹿児島県支部 堀之内和輝さん 

【交流会】 
てんかんは、医療・福祉・教育・生活等と複雑な問題で 
悩むことがあります。治療のこと、通園・通学のこと、就職のこと、生活
のことなど、てんかん当事者や家族でなければ経験しない苦労がありま
す。よそでは話せない体験談を一緒に話しませんか。 

 

 

  

 
 
 

 

 左の専用応募フォームから申込みをお願いします。 

 

参加対象者 当事者、家族、医療機関・事業所職員等の支援者 

交流会内容 

応募方法 

主  催 

参加無料 

申込締切 

公益社団法人 日本てんかん協会 鹿児島県支部 

 

令和 8年 1月 11日（金） 

名瀬保健所、奄美市 （予定） 後  援 

問合先：電話 070-4700-2512（着信後、18時以降にご連絡します） 
担当者：下津曲（しもつまがり） メール：nami-kagoshima@ab.auone-net.jp

つなGO 奄美大島　in 大和村

ラグビー教室開催

2026 年 2月８日（日）
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

奥
枝　

セ
キ 

様
（
88
歳
・
大
棚
）

久
永　

タ
ツ
ノ 

様
（
89
歳
・
今
里
）

德
山　

フ
ジ
子 

様
（
94
歳
・
国
直
）

宮
島　

ナ
ミ
子 

様
（
92
歳
・
名
音
）

登
喜　

久
喜
男 

様
（
76
歳
・
今
里
）

赤
井　

貞
文 

様
（
93
歳
・
思
勝
）

赤
井　

ヤ
ス
子 

様
（
93
歳
・
大
和
浜
）

重
信　

日
隆 

様
（
60
歳
・
大
和
浜
）

三
田　

富
喜
子 

様
（
67
歳
・
思
勝
）

仁
島　

降
一 

様
（
95
歳
・
大
和
浜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

高
槻 

美
恵
子 

様
（
故 

奥
田 

實
彦 

様
）

宮
島 

み
ど
り 

様
（
故 

宮
島 

ナ
ミ
子 

様
）

赤
井 

光
則 

様
（
故 

赤
井 

ヤ
ス
子 

様
）

三
田 

陽
一
郎 

様
（
故 

三
田 

富
喜
子 

様
）

広
報
誌
送
付
謝
礼

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

藤
崎 

敏
枝 

様
（
東
京
都
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

濱
田 

映 

様
（
大
分
県
）

千
木
良 

淳 

様
（
東
京
都
）

岩
成 

寿
美 

様
（
鹿
児
島
県
）

高
井 

豊
光 

様
（
鹿
児
島
県
）

二
村 

浩
史 

様
（
福
島
県
）

羽
倉 

恒
行 

様
（
千
葉
県
）

鈴
木 

英
二 

様
（
神
奈
川
県
）

今
田 

直
樹 

様
（
鹿
児
島
県
）

織
田 

陵
介 

様
（
神
奈
川
県
）

岡
野 

英
明 

様
（
神
奈
川
県
）

塚
原 

佳
子 

様
（
神
奈
川
県
）

村
田 

親
俊 

様
（
神
奈
川
県
）

内
沢 

秀
和 

様
（
奈
良
県
）

前
崎 

真
一 

様
（
大
阪
府
）

若
生 

祐
子 

様
（
千
葉
県
）

吉
田 

純
一 

様
（
神
奈
川
県
）

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

　
　
　

寄
附
者
様 

224
名

ロードキル
ストップ

　　120 件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ

横断中

2025 年 11 月 1 日現在

不明・その他　51件

ケガをしているアマミノクロウサギや
死体を見つけたらお電話ください！

　　奄美野生生物保護センター
電話　0997-55-8620

戸円から今里までの
県道 79号線で
交通事故多発中！

2024 年の件数を上回る予想。

こせきの窓

人口 1356 人（△  27）
男 704 人（△   7 ）
女 652 人（△  20）
世帯 823 世帯（△  8  ）

　10 月 31 日現在
（前年同月比）

大和村長のフォトダイアリー
　今年も敬老の日にあわせて、各集落へ敬老年金

をお届けしました。敬老者へこれまでのご労苦へ

の感謝と敬意を表すため、お一人お一人と顔を合

わせ直接お伝えすることを大切にしております。

　私が村長に就任した 16 年前、国直集落の晨原

光夫さんに「100 歳まで長生きされてくださいね。

私が敬老年金をお持ちします。」と申し上げまし

たが、今年実際に 100 歳を迎えられ、深い喜びを

感じています。大和村では、今年 100 歳以上の方が６名となりました。

　戦後 80 年を迎えて、私たちの世代は、当時の苦しさを知りませんが、食事も満足に取れな

い苦しい時代を生き抜いてこられた先輩方の強さには、心から敬意を抱いています。また、年

齢に関係なく農業に励んでおられるのは、その当時の厳しさを乗り越えてこられたからだと思

います。

　敬老者の皆様の益々のご健康とご多幸をご祈念いたします。

写真と共に村長の活動を報告いたします。

　これらは、東アジアなど海
外から飛来し、農作物に被害
を与える昆虫です。
　生産者や家庭菜園をお持ち
の方、庭に果樹などをお持ち
の方は、これらのハエが果実
に卵を産み付け、幼虫が寄生
する可能性があります。まん
延すると、発生地域の果実は
移動制限や廃棄処分になるこ
とがあります。

お問い合わせ先
　門司植物防疫所名瀬支所　0997-52-0459
　鹿児島県大島支庁農政普及課特殊病害虫係　0997-52-0299
　大和村産業振興課　0997-57-2153

発生やまん延を防止するために、下記のこと注意してください

　10 月から村内各地でセグロウリミバエ種群の侵入が確認されて
います。産業振興課では、門司植物防疫所と共に誘引剤と殺虫剤を
含ませた木質繊維の板「テックス板」の設置や、ベイト材（殺虫剤
＋たん白加水分解物）のスポット散布を行い、再侵入を防いでいます。

ミカンコミバエ
セグロウリミバエ

にご注意ください

体長約 7mm

カンキツ類、スモモ、マン
ゴー、パッションフルーツ、
カキ、ビワ、トマト、ナスな
どに寄生します。熟した果実
を好みます。

ミカンコミバエ セグロウリミバエ

体長 8～9mm

ニガウリやカボチャ、キュウリ、
ヘチマ、冬瓜、などのウリ科全般、
トマト、ピーマン、唐辛子、グァ
バやドラゴンフルーツ、パパイ
ヤなどの果物に寄生します。

①適切な防除を
　　　しましょう
農薬散布など適切な害虫防除・

栽培管理をしてください。

（農薬用薬剤については、産業

振興課までお問合せください。

使用例：ダントツ水割剤 2000 倍）

②不要な果実を放置
      しないでください
落下した果実は、地中に埋めるか、

ビニール袋に入れて処分して

ください。収穫期を迎えた野

菜や果物は、収穫遅れのない

よう適期収穫をお願いします。

③島内消費に
       ご協力ください
現在 、鹿児島県ではこれら作

物の移動は規制されていませ

んが、可能な限り島内で消費

していただくようにお願いし

ます。

④関係機関へ連絡
　　してください

寄生が疑われる変色・変形

した果実を見つけたら、

速やかに関係機関まで

ご連絡ください。

ミカンコミバエ

!

広報やまと 11 月号15 14広報やまと 11 月号



発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2117　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

ひ
ら
と
み
朝
市

大
和
村
の
年
末
の
風
物
詩
。

今
年
も
、
村
内
の
新
鮮
な
冬
野
菜
や
果
物
、

魚
や
エ
ビ
な
ど
の
海
産
物
、
正
月
飾
り
を
販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
と
み
朝
市

第32回

※大和村地域商品券は、勝山水産で使用できます。

大
和
村
直
行
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

１
月
1
日
～
４
日
ま
で
は
土
日
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

ゴ
ミ
回
収
に
つ
い
て

　

12
月
27
日
（
土
）
全
集
落　

燃
や
せ
な
い
粗
大
ご
み

　

12
月
29
日
（
月
）
国
直
～
大
和
浜　

燃
や
せ
る
ご
み

　

12
月
30
日
（
火
）
大
棚
～
今
里　

燃
や
せ
る
ご
み

　

12
月
31
日
（
水
）
～
1
月
４
日
（
日
）　

休
業

　

1
月
５
日
（
月
）
か
ら　

通
常
回
収

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ビ
キ
ビ
号
の
運
行
に
つ
い
て

　

年
末
は
12
月
26
日
（
金
）
ま
で
運
行
し
ま
す
。

　

年
始
は
、
1
月
5
日
（
月
）
か
ら
運
行
し
ま
す
。

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
28
日
～
30
日
ま
で
は
搬

入
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
一
律
粗
大
ご
み
料
金
と
な
り

ま
す
。
12
月
31
日
～
1
月
４
日
ま
で
は
休
業
日
で
す
。

12
月
26
日 
金
曜
日

思
勝
港
湾
に
て

午
前
8
時
か
ら
販
売
開
始


